
2020/12/21

1

大分県佐伯湾における
養殖マグロ赤潮対策と課題

大分県農林水産部漁業管理課 宮村和良

大分県の位置と環境特性
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大分県の漁獲量と漁業生産の推移

出典:農林水産統計
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養殖漁業の問題
（赤潮による漁業被害）

赤潮の発生 漁業被害

被害額全体
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プロロセンタラム類 ゴニオラックス ポリグラマ

大分県の赤潮発生件数と被害の推移

赤潮予察技術の向上によって
養殖ブリ被害は減少
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佐伯湾での赤潮による養殖マグロ被害

佐伯湾

５ｋｍ

マグロ被害額
2017年 4.1億円
2018年 2.3億円

大手水産会社２社が
赤潮対策無い場合は
撤退する。

赤潮初期発生海域

赤潮の流れ

● 魚類養殖
○ マグロ養殖
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養殖マグロ赤潮へい死要因と対策

へい死時
の状況

対策
足し網による
避難場所の確保

赤潮発生時通常時

移動する
水深帯が
なく死亡

プランクトン
のいない水
深帯へ移動
し、被害が軽
減

長くした部分

＊養殖業者観察

課題

赤潮

赤潮

昼 夜

通常時 潮流による影響
（物理面）
③ 形状変化の観測
④ 要因（流向・流速）の観測

（生物面）
① 赤潮分布水深の観測
② マグロ遊泳行動の観測

（赤潮からの回避）

マグロの養殖への影響（赤潮被害、歩留まり、成長）

養殖マグロ成長産業化推進事業（R１～R３）

魚群探知機

水中カメラ

深層型生け簀開発

24時間
連続観測

水中ドローン
深度観測

クロロフィル計 メモリー式
水深計

流向流速計

赤潮

生け簀サイズ
直径 40m
網丈（水深） 40m

IOT技術による
赤潮「見える化」

遠隔監視

×２台

養殖マグロ成長産業化推進事業執行体制

大分県
（漁業管理課）

実証化共同研究体制

マグロ養殖業者

補助（県 補助率３／８）

佐伯市

補助（市 補助率３／８）

深層型
生け簀

〔施設整備〕 〔技術開発〕

大分県 （水産研究部）
• 赤潮調査・データ解析
• 取りまとめ

（研究指導）

水産技術研究所 生産技術部 高志博士

〃 環境保全部 紫加田博士
〃 北辻博士

委託

水産大学校（梶川准教授）
生け簀形状実証化試験

底網の吹上げ対策
網なり対策

マグロ養殖業者
• 観測機器設置、
• 保守、管理
• マグロ飼育記録

委託

マグロ用深層型養殖生け簀整備

生け簀整備費：約4,500万円

マグロ 40kg 1,000尾池入れ

観測筏

R2年度結果（赤潮分布調査）

赤潮分布調査

マグロ漁場
クロロフィル
鉛直分布

R1,R2年度
カレニア・ミキモトイ
の発生無し

水深20m以深では
Chl.a濃度が比較的
少ない

Chl.a μg/L
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マグロ分布密度

高

低

日の入日の出

R2年度結果（マグロ遊泳行動監視、マグロ分布調査） R2年度結果（マグロ遊泳行動監視）

画像はWiFi電波で配信、
西南水産事務所で監視

操作は陸上で行なう

行動は24時間記録

R2年度結果（生簀実証化試験）
現場調査

結果

南

北

10m深

30m深

深度計

東西
流速計

佐伯湾

東～北東
の流れ

深度計

流速計

R2年度再現実験（模型実験）

流速30cm/s超 浮上
流速40cm/s超 変形

R3予定 網の変形防止対策について検討
＊網目の大きさによる潮流抵抗防止

網変形概略図

結果

潮流による影響③ 流向・流速の把握
東～北東の流れが卓越
最大流速 40cm /S

④ 生け簀形状の把握
流速30cm/s超 浮上開始
流速40cm/s超 変形

① 赤潮分布把握
水深20ｍ以深では植物プランクトン
が少ない傾向確認

② マグロ遊泳行動把握
日中：全層で遊泳
夜間：表層から中層で分布

赤潮

赤潮

昼 夜

１. 赤潮被害：赤潮の発生が無いため検証不可
２．斃 死 率： R1 10%  R2 2% （参考 通常飼育では１～２％）

３．成 長 ： 運動量が多いため、太りがやや悪い

今後の課題

深層型養殖マグロ生け簀の開発

赤潮発生時の被害軽減効果の把握

斃死率の軽減（網の視認性の向上による衝突防止）

網なり・底網吹上げ防止策の提案

赤潮発生防止策の開発

カキ養殖による、赤潮プランクトン除去
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佐伯湾での赤潮による養殖マグロ被害

佐伯湾

赤潮初期発生海域

赤潮の流れ

● 魚類養殖
○ マグロ養殖

マグロ養殖業者

要望

抜本的な赤潮対策に
ついて実施してほし
い。

マグロ被害額
2017年 4.1億円
2018年 2.3億円

初期発生海域で環境に優
しい二枚貝養殖の実施

次世代型カキ養殖による
赤潮対策の検討

きれいな海づくりに向けたカキ養殖

野菜の栽培（大分県 青井農園）

おいしい食事で
環境保護

お客様

カキ殻100％リサイクル

バスケット式カキ養殖
＊従来のカキ養殖と違い、海洋に流出する可能性
のあるプラスチック資材は使用していません。

海洋環境維持のためのカキ養殖

植物プランクトンを
食べて成長

水質浄化

カキ殻リサイクル 養殖カキによる水質浄化

植物プランクトンの増殖
を抑制し、赤潮を防ぎます。

植物
プランクトン

稚カキ

成長したカキ

肥料として有機農業で利用

県民総参加型
赤潮対策

フリップファーム方式カキ養殖

養成（成長）

乾出
（付着物除去）

基本システム

★養成と乾出を繰り返すことで、付着物（ゴミ）が少なく、高成長

カゴ

フロート

養殖施設

フリップファーム方式カキ養殖

種苗投入作業
（養殖開始）

天地返し作業
（養殖中）

★作業工程の自動化  スマートかき養殖

家族経営で
１００万個（１００トン）の
生産可能に
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